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※訂正とお詫び
前号（2巻1号）で掲載いたしました研究論文「ダムサイトの緑化が地表および地中の無脊椎動物相の回

復におよぼす影響－迅速調査の試み」の p.91において，左上の標記が「特集論説」となっていましたが，
正しくは「研究論文」ですので，訂正させていただきますと同時に，深くお詫び申し上げます。


